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学校番号

令和 7

福岡県立 山門 高等学校

⑪本校は生徒がリーダーになるチャンスに溢れている。生徒がチャレン
ジできる教育活動を仕組み、生徒が自分を超え伸長できる機会を設定
する。
⑫本校は「みやま市唯一の高等学校」である。行政や企業・産業との連
携（地域連携・地域密着）の中で生徒を育て、生徒が将来地域を支える
人財となるよう、教育活動を充実させる。
⑬「主体性を育てる」ために教職員が「透明の線路」を敷き、生徒を導き
支えることで、主体性を育てる。

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

地域と連携協働し、一人一人の個性を大切に育て、地域社会に貢献できる人材を育成する学校

地域の人材育成拠点として、充実した理数教育など個々の資質・能力を一層伸ばす教育活動を展開することで、生徒一人一人の希望進路を実現するとともに、多角的な視点で物事を考える力を持った人材を育
成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

①学力向上及び進路実現に必要な基礎的な知識、技能の育成

②情報化社会における正しい情報収集力・情報分析力・情報活用力の育成

③他者と協働することによる、課題発見力・課題解決力・コミュニケーション能力の育成

①個性や進路目標に応じた受講科目の選択及び習熟度に応じた授業の実施

③理数探究コースにおける理科と数学を融合した想像力と好奇心を育む授業の実施

④コミュニティスクールとして地域と連携協働した実践による社会に開かれた教育課程の実現

②「総合的な探究の時間」を中心とした協働的・探究的・体験的な学びの実施

①「山門高校で学びたい、チャレンジしたい、自分を成長させたい」という意欲にあふれる生徒

④人に対しては「誠実」な態度で接し、物事に対しては「丁寧」な態度で取り組むことができる生徒

②好奇心及びチャレンジ精神旺盛で主体的に行動できる生徒

③国内・国外を問わず、社会に貢献しようという意欲と実践力を持った生徒

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

　
　
　令和６年度は、令和５年度から掲げた
学校スローガン「一歩前へ　チャレン
ジ！」の２年目であった。教職員・生徒と
もにこのスローガンが更に浸透し、学校
全体が「チャレンジ」を合言葉に多方面
の教育活動にチャレンジした。特に生徒
の地域貢献活動は目覚ましいものがあ
り、ボランティア活動において、市内の
小中学校や行政機関からだけでなく、
福岡県内外からも高く評価された。
　
　また、福岡県が主催する「次世代リー
ダー塾」と「知の創造塾」にも昨年同様、
多くの生徒が志願し、選出された。
　
　令和５年度に新たに創設した「Ｏｎｅヘ
ルスクラブ」のニホンウナギの絶滅回避
を目的とした環境保護活動が飛躍的な
１年であった。県内のみならず、関東や
関西での研究発表を行うなど活動の範
囲は全国へと広がった。アジア獣医師
会主催の大会でも発表の機会を与えら
れ、発表内容が世界へ発信されるな
ど、Ｏｎｅヘルスクラブはついに世界進
出を果たした。
　
　このような本校の教育活動が高く評価
され、「令和６年度福岡県教育文化表
彰」及び「令和６年度福岡県とびうめ教
育表彰」において、最優秀校として２つ
の賞をダブル受賞した。
　
　令和５年度及び令和６年度に培った
推進力を止めることなく、令和７年度も
更なる教育活動の充実に努める。

Ａ
全ての生徒が笑顔で楽しく安心して学校生活を送ることができるよう、一人一人に応じた適切かつ丁寧な支援に努め
る。

①生徒が安全・安心で快適な学校生活を送ることができるよう、全教職
員が生徒一人一人への十分な配慮に努める。また、生徒相互の理解を
深めさせ、望ましい集団作りに努める。
②保護者との信頼関係の構築と及び職員間での情報共有に努める。
③すべての教科・科目を通して、生命・健康・人権が大切にされるよう指
導にあたり、「生きる力」の基礎・基本を学ばせる。

Ａ

Ｂ
生徒の多様な進路希望を実現することができるよう、個々の習熟に応じた授業やクラス編成を生かした学力向上を図
るとともに、理数探究コースの更なる充実を目指しＤＸ推進に着手する。

④生徒の多様な進路希望に対して丁寧に指導にあたる。公務員合格対
策や看護系進学にも更に注力し、全方位的に生徒の進路実現を図る。
⑤「わかる、わかりやすい授業」を超えて、「わかるまで教える、学べる授
業」となるよう、全教職員が研鑽を重ねる。
⑥習熟度別授業など習熟度に応じた授業や観点別評価により、全生徒
の学習成果を上げる。
⑦正課授業だけでなく、全教育活動の充実を目指し、教育のＤＸ化を推
進する。

Ｃ
同窓会とも連携し、一人一人が「母校に対する自信と誇り」が持てるような学校づくりに努める。

⑧学校行事の充実・発展を図り、行事を通して、生徒の所属感を高め、
愛校心を伸ばす。
⑨教師、生徒ともに、日々の清掃活動を通して、校内に塵一つない、学
びにふさわしい環境整備に努め、心地よい学びの場づくりを目指す。
⑩社会で活躍している卒業生の講演会等を通して、自己の将来につい
て考えさせる契機とする。

Ｅ
地域貢献を図りながら「山門の魅力」を市内の小・中学校をはじめ学区内の関係各所に、はやく・広く・深く・具体的に発
信することで志願者数の増加と入学定員数の確保につなげる。

⑭ホームページ更新、広報誌発行、ポスター掲示の頻度・回数を更に増
やし広報活動を充実させる。
⑮オープンスクール、体験入学、入試説明会、放課後説明会、市内中学
校との授業交流などで、本校の教育活動・施設設備を直に体験する機
会を設け、魅力を伝える。
⑯第１０学区唯一の「理数探究コース」の一層の特色化を進める。コース
行事や学校設定科目をさらに充実させ、コースの魅力を発信する。

Ｄ
失敗を恐れずチャレンジさせるとともに、様々な機会を学校の内外で仕組み、主体性・自律心・企画力・リーダー性等の
非認知能力を育む。

年度　　学校評価書【学校運営協議会用】（　実施段階　）
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A
学校行事を通して、地域とのつながり、卒業生と
のつながりを体得でき、卒業生への敬愛、母校愛
を育むことができた。

Ａ

A

　清掃については、職員の清掃指導と、健康管理
課の定期的な点検等で校舎の美化が保たれた。
地域に貢献する活動も充実しており、次年度引き
続き取組を続けていく。

　サマースクールこそ実施されなかったものの、生
徒は積極的にボランティア等にチャレンジしてお
り、コミュニティスクールとしての山門高校が地域
に根付いていると考えられる。今後も小中の交流
を通じて生徒のチャレンジ精神を高めていく。

年間３回発行している山門だよりを第10学区のす
べての中学3年生に配付したり、みやま市の回覧
板に掲載したりして、本校の教育方針や指導の成
果を内外に発信することができた。

体験入学を２回、放課後説明会を３回実施した。
体験入学は1・2年生を中心に多くの生徒が関わる
ことで主体性やリーダー性を育成することができ
た。また、みやま市と連携して、みやま市のイベン
トに参加したり、小中学校との交流を行ったりし
て、地域との連携を深めることができた。

理数探究コースの魅力を発信するために、今年度
は理数探究コースに特化した体験入学を行った。
昨年度よりも多くの中学生や保護者が参加し、第
10学区以外の生徒にも理数探究コースについて
周知することができた。また、体験入学等で生徒
が主体的に取り組む様子を中学生や保護者に見
てもらい、本校のよさを伝えることができた。

　学校生活アンケートを計画通り実施し、必要に合わせ
て生徒と面談等や保護者への連絡を行い、生徒や保護
者に寄り添った指導をすることができた。
　交通安全指導に関しては、原付バイク通学者（1年：11
名、2年：65名、3年：52名、合計128名）に対する集会を
必要に合わせて開催し、交通安全の意識向上を図った。
　荷物の整理や貴重品の管理について徹底させる必要
がある。全校で整理の仕方を共通して徹底させる。
　いじめ事案が発生したが、職員の適切な対応で改善に
向かった。今後もいじめ事案などを含め生徒の様子を
しっかりと把握し、職員間での情報共有を密に取りなが
ら対応していきたい。

　学校行事については、６月の大運動会と１０月の
文化祭は、昨年以上を目指して、試行錯誤しなが
ら職員と生徒が意見を出し合い準備をして、成功
させることができた。
　次年度は、今年度予定の時間通りに進行するこ
とができなかった部分を、生徒の安全管理の面で
もより入念な計画を立て改善する。

　運動会や文化祭などの学校行事において、生徒と職
員が意見を出し合い今年度以上に充実させ、リーダー
シップとフォローワシップ、チャレンジ精神の育成を図る。

学校運営協議会評価
学校運営協議会
からの意見

Ａ

　　　　　　Ａ・・・５名
　　　　　　Ｂ・・・０名
　　　　　　Ｃ・・・０名
　　　　　　Ｄ・・・０名

・地域の小・中・行政との連携
に積極的に取り組まれてい
る。
・地域との連携をさらに深め
るための部活動等を考えて
みてもいいのではないか。
・街づくりに参画する人材を
育成してほしい。

A Ａ

　　　　　　Ａ・・・５名
　　　　　　Ｂ・・・０名
　　　　　　Ｃ・・・０名
　　　　　　Ｄ・・・０名

・行事におけるリーダーの育
成が楽しみとなっています。

Ａ・・・５名
Ｂ・・・０名
Ｃ・・・０名
Ｄ・・・０名

・特になし

Ａ
安心、安全な学習環境を整
え、生命・健康・人権が大切
にされる教育支援を図る。

A

Ｂ
すべての生徒の進路希望を
実現するために、学力を身に
付けさせる。

A

　職員会議や学年会議でこまめに職員連絡を行う
とともに、学校ポータルや教務課フォルダの中で
連絡事項や規約をICT化したことで、職員の共通
理解が得られやすかった。年間指導計画の充実
等、次年度はさらに整備が必要な部分について改
善を行う。

　観点別評価については職員の入念な準備によ
り、計画的に学習指導を行えている。今後は、観
点別評価における評価の妥当性や、進路希望に
対応できる学力の育成という点について、各教科
でさらに議論していく必要がある。

Ｃ
　愛校心を高め、一人一人が
「母校に対する自信と誇り」が
持てるような学校づくりに努
める。

A

Ⅾ
　リーダーシップ、フォロワー
シップの育成を図る。

A

企画課

C
一人一人が「母校に対する自
信と誇り」が持てるような学校
づくりに努める。

⑧学校行事の充実・発展を図り、行事を通して、生徒の所属感を高
め、愛校心を育む。

生徒指導課

Ａ
　安全教育の充実を図る。 A

具体的方策

①定期的に学習環境調査や点検を行い、教師・生徒の双方が学びに
向き合える環境を作る。 学校生活アンケートや授業ア

ンケートにおいて、学ぶ環境
に対する生徒からの要望等
はなかった

授業アンケートにおいて評価
に対する疑義等はあがってい
ないため、各教員のルーブ
リックが周知されていると判
断する

学校生活アンケートや学校行
事のアンケートにおいて、お
おむね評価を得ている

サマースクールは実施されな
かったが、ボランティアやワンヘ
ルスの活動に多くの生徒が参加
している。また授業においてICT
を使用している授業が多いこと
は、巡回においても確認されてい
る。

⑧日々の授業を通して、協力や相互扶助の精神を養わせ、クラスの所
属感や学年の連帯感を高めさせる。

⑨清掃で気持ちの良い学習環境を整えるため、職員が率先して清掃
場所に向かい、清掃指導を行う。

⑩愛校心を育む取り組みや、地域に根差した活動を特別活動等に取
り入れ、計画的に実践していく。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

A

②職員間での情報共有に努め、適切な情報をHPや広報誌などを通し
て発信し、保護者の信頼を得る。

③すべての教科・科目を通して、生命・健康・人権が大切にされるよう
な指導を行っていることを内外にアピールする。

多くの生徒が職員室前の掲
示板を見るようになった。

体験入学や放課後説明会後
の生徒への聞き取りでは、主
体性や表現力等の力を身に
つけることができたという結
果であった。

A

⑩社会で活躍している卒業生を広報誌や職員室前の掲示板等で紹介
し、自己の将来について考えさせる契機とする。

①②学校生活アンケート、個人面談で生徒の状況を把握し、教育相談
委員会（いじめ問題対策委員会）で情報の共有を図る。

A
一人一人の適切な支援に努
め、生命・健康・人権が大切
にされる学校づくりに努める。

D
体験入学や学校説明会など
の様々な機会で生徒主導の
取組を行い、主体性・自律
心・企画力・リーダー性を育
む。

E
同窓会や父母教師会と連携
し「山門の魅力」を小・中学校
をはじめ周辺地域に発信する
ことで志願者数の増加につな
げる。

A

教務課

⑪生徒一人一人を尊重した教育活動を通じて、生徒一人一人のチャレ
ンジを後押しする。

⑫総探やHRを通じて、職員と生徒がともにボランティア等の地域貢献
活動を行い、企画力や奉仕精神を育む。

⑬教育活動全般においてクロームブック等のICT機器を使用させ、生
徒の主体性や自主性を育む。

Ｄ
学習活動等を通じて、主体
性、自律心、失敗を恐れない
チャレンジ精神を育む。

A

結果の考察と次年度の課題評価項目 具体的目標 評価（３月）

Ｃ
学校生活を通して、愛校心を
持ち、母校に対して自信や誇
りが持てるような生徒の育成
に努める。

A

自己評価

⑧文化祭を新２年生徒会と文化委員会を中心に実施することで愛校
心や一体感をもたせる。

①交通安全教育の充実を図り、バイク通学者には定期的に集会や実
技指導を行い安全への意識を高める。

①必要に合わせて校外指導や校内巡視を行い、生徒の学校生活上の
安全を確保する。

⑧生徒会全般の活動を通じて、自主性や主体性を高める。

⑪体験入学や放課後説明会などで生徒が主体的に取り組む教育活動
を仕組み、主体性や企画力、リーダー性を育成する。

⑫「みやま市唯一の高等学校」としての強みを生かすとともに、中学校
や行政機関との連携のもと、地域に貢献できる人材を育てる。

⑭ホームページ更新、広報誌発行、ポスター掲示の頻度・回数を更に
増やし広報活動を充実させる。

⑧部活動への積極的加入を促す。特に１年生には部活動体験を行う
ことで入部率を高める。

⑪大運動会・文化祭などの学校行事を通じてリーダー性を育成してい
くとともに、全員で成功させるために一人一人が何をすべきかを考えて
行動できる態度を育成する。

⑫基本的な感染防止対策を講じながら、地域でできることを探し地域
連携を深める。

①②学校いじめ防止基本方針に基づき、いじめの未然防止、早期発
見、早期対応を徹底する。

①学校行事等で事前指導を徹底することで事故の未然防止を図る。

①危機管理マニュアルをもとに事故防止の徹底を図る。

⑧大運動会の企画・立案・実施を生徒会が中心となって行うことで成
功体験をもたせる。

⑯第１０学区唯一の「理数探究コース」の一層の特色化を進めるととも
に、コース行事をさらに充実させコースの魅力を発信し、志願者数の増
加につなげる。

⑮体験入学、入試説明会、放課後説明会で、本校の教育活動・施設
設備を体験する機会を設け、魅力を伝える。

　行事後のアンケートにおい
て、大運動会の満足度は
94.6％、文化祭の満足度は
86.6％であった。
　また、４月段階での１年生の
部活動加入率は86.5％であ
る。

②生徒一人一人を大切にし、対応・連携が必要な際は職員会議や学
年会議を通じて共通理解を図る。

③規範意識や人権感覚を育む項目を年間指導計画に記し、授業で実
践する。

④教科会議を設け、生徒の学力伸長や進路実現に向けた年間指導計
画の作成を教科で検討する。

⑤年間指導計画とルーブリックの作成を通じて、計画的で目標が視覚
化された指導を行う。

⑦適切な観点別評価を通じて、生徒の意欲・学力をともに向上させる。
またDXも進めながら全ての教育活動に活かしていく。

広報誌やHPを通して、情報を
発信したことで、保護者のみ
ならず地域住民からも好評を
得た。

体験入学のアンケートを実施
した結果、中学生と保護者と
もに100％が満足したという回
答であった。

　毎月実施している学校生活
アンケートでは、友人関係な
どに不安を感じるという回答
があった。

　行事後のアンケートにおい
て、次年度大運動会のリー
ダーとして積極的に頑張りた
い生徒は66.3％であった。
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A

A

A

A

A

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

C

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A A

A

B

A

A

A A

Ａ

Ａ・・・５名
Ｂ・・・０名
Ｃ・・・０名
Ｄ・・・０名

・特になし

美化委員は、年間６回の美化強化週間の間、毎日清掃
状況の点検を行い、生徒の清掃状況の改善に貢献する
ことができた。保健委員は、年間６回保健だよりを作成、
配信することによって、生徒の健康管理意識を高めるこ
とができた。

　　　　　　Ａ・・・５名
　　　　　　Ｂ・・・０名
　　　　　　Ｃ・・・０名
　　　　　　Ｄ・・・０名

・山盛りチャレンジポイントは
効果的です。

５月に救命処置・心肺蘇生法の研修、９月に生徒
理解と支援（アタッチメントの理解と対応について）
の研修、年間３回人権・同和教育授業を行う中で
学年研修を行っており、職員の資質の向上に寄与
している。次年度も必要な研修を実施していきた
い。

A

模試の分析をし、各教科に情報を共有した。また、
３年生の進路決定においても学年団で共有を図り
ながら一人ひとりの個性に応じて進めることがで
きた。次年度も引き続き進めていきたい。進路のし
おりについては次年度作成するのか、作成するな
らばどのような内容にするか精選していく。

科目別、習熟別に選択する課外を運営することが
できた。スタディサプリを導入することが決定した
ため、生徒が主体的に学べる環境づくりを強化し
ていく。また、生徒の活動履歴、特性を生かし、総
合型選抜・学校推薦型選抜での合格率を高める
ことができた。主体的な学び、公務員指導や英検
指導、総探の充実に向けて次年度のスタディサプ
リの活用法を模索する。さらに、小論文指導や志
望理由書、推薦書の作成に当たって、生成AIの活
用法を慎重に模索していく。

様々な場面でチャレンジする生徒が増加してい
る。次年度も「一歩前にチャレンジ」しやすい環境
づくりを進めていく。キャリアパスポートも内容を吟
味し、さらに活用しやすくブラッシュアップしていく。

A

６月に小論文、志望理由書の指導について校内
研修会を行い、本校に期待されている、総合型選
抜、学校推薦型選抜、指定校推薦等を活用した進
学指導、公務員指導等をきめ細かく行うために、
全教員が指導のポイントを理解し指導スキルを向
上させる機会となった。研究授業について、各教
科で１名以上が実施し、「主体的・対話的で深い学
びを実現する授業改善」という目標達成のための
教科内で検討する機会となった。また、年２回の
授業アンケートを実施し、生徒の実態を知ることが
でき、教師の授業力と生徒の学習意欲の向上の
役立てることができた。次年度はChromebookや生
成AIの活用を通して、職員の業務負担の軽減を
視野に入れた取り組みを取り入れたい。

　　　　　　Ａ・・・５名
　　　　　　Ｂ・・・０名
　　　　　　Ｃ・・・０名
　　　　　　Ｄ・・・０名

・生成ＡＩの有効活用や危険
性について教えてほしい。

購入希望図書調査を、前期、
後期にそれぞれ１回ずつ実
施しており、図書館の利用促
進に貢献している。

A Ａ

地区や支部での図書委員会に参加し、図書委員
の生徒は委員会活動に魅力を感じるようになっ
た。毎月の図書だよりを発行しており、生徒の図
書館利用促進に貢献している。読書の楽しさを伝
える活動を学校生活の中で企画したい。

A Ａ

生徒自身の特性や人間関係、家庭の状況など様々な背
景によって支援を必要としている生徒について、毎月１
回教育相談委員会において、細かく情報を共有し支援
の方策を検討することで、担任、学年、教科担当それぞ
れが適切に対応することができている。また、スクールカ
ウンセラーとの定期的な面談に助けられている生徒も多
い。こうしたきめ細かな支援体制を次年度も継続してい
く。

年間６回「美化強化週間」を設定し、美化委員長の呼び
かけと美化委員による清掃点検を実施し、生徒の美化
意識を高めることができた。用途に応じて紙でなく配信に
するなど職員のペーパーレス化の意識は向上している。
生徒個人のごみの持ち帰りについてはより一層意識を
高めさせたい。

実際に授業中に災害が発生した時を想定して、ホーム
ルーム単位でなく授業担当者による防災避難訓練を行
い、シミュレーションをすることができた。工事中のため、
避難経路に一部危険な箇所もあったので次年度は見直
したい。校内の防災シャッターや消火栓の位置、防水
ホースの使い方等の研修が次年度は必要である。

A

A

Ｂ
　生徒の学力や進路に関す
る情報を学年職員や教科担
当職員および保護者で共有
する

A

D
　生徒に自己の在り方や生き
方を考える機会や失敗を恐
れずにチャレンジする機会を
与え、積極的な挑戦や主体
的な行動を促す。

Ａ
　生徒が安心して学校生活を
送ることができるよう、生徒の
心身を支える教師の資質能
力を向上させるための研修を
行う。

課外の受講率、課外受講の
有無と模試成績の関連性を
調査し、課外の有用性を確認
することができた。また、
推薦型選抜の合格実績、
公務員の合格実績を整理し、
次年度につなげることができ
た。

学年当初の保健カードや毎
月実施の校内カウンセリング
において心身の健康状態の
確認を行っている。

健康管理課

②職員の生徒理解、支援力の向上のための研修・情報共有を行う。

進路指導課

④定期的に「進路だより」を発行し、時期に応じて様々な進路情報を生
徒及び保護者に提供する。

⑤⑥⑦生徒の活動履歴や特性を生かし、総合型選抜や学校推薦型選
抜での合格率を高める。

⑤⑥⑦学年職員や進路指導課で生徒の学力を見極め、一般受験で国
公立大学を目指す生徒を育成する。

④⑦総合的な探究の時間で進路について考える時間を設け、生徒の
主体的な進路選択と教師からの適切な助言ができるようにする。

Ａ
生徒の心身の健康が守られ
る環境を作る。

Ｄ
生徒が主体的に健康管理・
環境美化・学校安全に取り組
める環境を作る。

研修課

次世代リーダー養成塾、知の
創造塾の研修後に聞き取りを
実施し、その内容を次の学年
に発表した。

①毎月１回教育相談委員会を開き、情報共有と支援の方策検討を行
う。

Ｂ
　生徒の多様な進路希望を
実現することができるよう、す
べての生徒の学力を伸ばす
ために、授業改善、授業力向
上、ＩＣＴ活用指導力向上を図
る取り組みを行う。

授業アンケートを１学期、２学
期にそれぞれ１回ずつ実施し
た結果、教師の授業改善や
生徒の学習に対する取り組
みも意欲的に向上している。

年間６回実施している美化点検
の結果は概ね良好だが、トイレ細
部の汚れ残りや教室棟床の隅の
埃等の指摘もみられた。

避難訓練を契機に災害時にどう
行動すべきかについて全生徒が
確認することができたが、個別に
災害時持ち出し品を準備できて
いる生徒は少数にとどまってい
る。

Ｄ
　在り方生き方を考えさせる
機会、失敗を恐れずにチャレ
ンジさせる機会を学校の内外
で仕組み、主体性、自律心や
企画力、リーダー性を育む。

⑪⑬図書の貸し出しを中心にした図書館の利用促進を図り、校内の図
書委員会活動や、地区や支部での図書委員研修会などへの生徒の積
極的参加と企画・運営を支援する。

美化委員、保健委員それぞれ活
動を通して主体的に考える姿勢
が高まった。総合的な探究で防
災グッズ作りに取り組んだ生徒が
発表会を通じて全生徒に防災意
識の向上を訴えた。

アンケートを実施し、進路のし
おりの内容を充実させるため
の回答を得た。今後、実際の
運用について精査していく。

Ａ
「学びの場」にふさわしい清潔
で整備された環境を作る。

Ａ
防災・危機管理意識を高め、
生徒の安全が守られる環境
を作る。

A

A

A

⑪⑫⑬生徒が自身の活動を振り返ることができるよう、「山門キャリア
パスポート」を運用する。

⑨清掃用具の点検・補充を適切に行う。

⑨行事前などに美化強化週間を実施し、清掃の徹底を図る。

⑨生徒・職員ともにごみの持ち帰りやペーパーレス化、リサイクルを呼
びかけ、ゴミの削減を行う。

①③災害に対する理解を深め、水害・地震・火災の際に実際に自分の
身を守る行動ができるような防災避難訓練を実施する。

①緊急時に備え、迅速な救急救命ができるように、生徒（部活動生
徒）、職員に心肺蘇生法・エピペン使用法の研修を行う。

①校舎改築に伴う工事のために、校内に危険個所がある可能性があ
るため、危険個所を確認し、状況に応じて注意喚起を行う。

⑫総合的な探究の時間などを活用し、生徒が主体的に「地域の防災」
について考え、行動する。

⑬美化委員会が中心となって、美化強化週間の運営、ハンドソープの
補充や掃除用具の点検・補充等を実施する。

⑬保健委員会が中心となって、アルコール補充、保健だより作成を行
う。

生徒、保護者に対する健康保健
調査では、日常生活を送る上で
特に支障がないという結果であっ
た。

A

B
　生徒の多様な進路希望を
実現できるよう、各生徒に応
じた進路指導を行う。

①個別の支援が必要な生徒について、特別支援及び教育相談につい
ての個別支援シートを作成し、見直し、更新を行う。

②生徒の心身の健康を守る「保健だより」を作成し、オンライン上で配
付する。

①③「救命処置・心肺蘇生法」、「生徒理解と支援について（不登校、発
達障害等）」「人権・同和教育」の研修を全職員で行う。

⑤⑥⑦全教科統一テーマを「主体的・対話的で深い学びを実現する授
業改善」とし、学校での授業を「理解」させるとともに、「予習・復習」（家
庭学習）により「学力の伸びを実感」させるような指導の在り方を、教科
内で検討しまとめる。

④「小論文、志望理由書の指導について」の研修を全職員で行うととも
に、校外での諸研修への積極的な参加を促す。

⑤⑥⑦授業改善のための研究授業を教科で１名以上、授業参観を全
職員年間２回以上行うこととし、「わかる、わかりやすい授業」を超え
て、「わかるまで教える、学べる授業」、生徒が「納得できる授業」を仕
組むための研鑽の機会とする。

⑤⑥⑦授業アンケートを年に２回行い、分析と課題の明確化を通じ、
生徒の学習意欲を向上させる。特に、生徒の「復習」習慣と「学力の伸
びの実感」を向上させることをめざす。

④模試分析会や受験校を検討する会議を設定し、各生徒や各教科の
抱える課題について協議し、解決策を検討する。

④学期に１回「進路希望調査」を実施し、生徒の進路希望を職員で共
有する。

④「進路のしおり」の内容の充実を図り、進路指導に役立てる。

⑤⑥科目別やレベル別に選択できる課外を実施し、生徒の学力を高
める。

④公務員課外の実施や外部との連携を図りながら、公務員指導の充
実化を図る。

④研修等をとおして、小論文や志望理由書の技術指導を向上させ、生
徒一人一人に応じた指導を職員一丸となって行う。

⑪⑫⑬ふれあい看護体験や次世代リーダー養成塾、知の創造塾、イ
ンターンシップなどの校外研修への参加を促す。

⑪⑫⑬生徒の挑戦を促すために、「やま盛チャレンジポイント（チャレ
ポ）」を運用する。
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A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

A

B

A

　二者面談をこまめに行い、生徒の状況を把握
し、生徒情報を学年団で共有できた。また、養護
教諭や保護者との連絡を密に行った。面談や電
話対応などで個々の生徒・保護者に応じたきめ細
かな対応ができた。

A

Ａ・・・５名
Ｂ・・・０名
Ｃ・・・０名
Ｄ・・・０名

・特になし

A

　大運動会では多くの生徒がブロックリーダーや
ブロック役員に立候補した。活動を通して協調性
や課題解決力を身につけることができた。また、
公務員希望者は地域との連携を通して、公務員と
しての自覚と責任感をもち、資質を高めることがで
きた。

Ａ

Ａ・・・５名
Ｂ・・・０名
Ｃ・・・０名
Ｄ・・・０名

・特になし

Ａ・・・５名
Ｂ・・・０名
Ｃ・・・０名
Ｄ・・・０名

・特になし

　イベント運営・清掃などのボランティア活動に多くの生
徒が参加し、地域貢献はもちろん、自分の経験値を高め
たいという意欲が感じられた。卒業生の講演会では、今
後の更なる学習意欲の向上につなげることができた。次
年度は、校内清掃の取り掛かりを早められるよう声掛け
を行い、時間いっぱい清掃する心を育てるため、教師も
一緒になって清掃に力を入れていく。

大運動会後のアンケート（生
徒指導課が実施）より
リーダー・役員をした生徒の
ほとんどが満足感・達成感を
得ていた。自己肯定感を高め
た。

進路希望調査や模試の目標
設定シートなどを活用し、生
徒一人一人の具体的な進路
イメージ（志望校のレベルや
学部・学科の方向性）を継続
的に把握・共有した。

A Ａ

A

A

生徒の進路希望の実現に向け、国語・数学・英語におい
て習熟度別指導を導入し、個々の理解度や目標に応じ
た学習支援を行った。その結果、多くの生徒が自らの進
路について主体的に考え、目標意識を持って学習に取り
組む姿が見られた。また、学習意欲が不安定な生徒に
対しても、教職員間での情報共有と継続的な声かけを行
うことで、進路選択に向けた意識の向上を図ることがで
きた。

Ａ

A

　大運動会では１つの目標に向かって生徒が主体
的に取り組み、愛校心・自主性・協調性を高めるこ
とができた。また、大運動会の成功が生徒の自信
につながり、その後の学校生活を充実させること
ができた。

A

大運動会や、2年生が中心となって運営した文化祭、修
学旅行などの学校行事をとおして、生徒は先輩を支え後
輩を導く立場としての自覚を深め、主体性やリーダー性
を伸ばすことができた。一方で、これらの経験を一部の
生徒にとどめず、学年全体の成長につなげていくために
は、より多くの生徒が役割を担い、自ら考えて行動できる
機会をさらに充実させる必要がある。次年度は、行事後
の振り返りをより充実させ、そこで得た学びを日常の学
校生活や受験に向けた学習へと生かしていける仕組み
づくりを進めていきたい。

A

Ｂ
　生徒の進路希望を実現する
ことができるよう学年団全員
が親身になって指導をし、す
べての生徒の学力を伸ばす。

⑤⑦生徒の多様な進路希望実現のため、習熟度に合わせた教科指導
を行う。

⑥「分かるまで学べる」を実現するためにClassroomを活用し、復習教
材や復習の指示を配信することで、復習する習慣を身につけさせる。

⑤⑦模試分析会や学年会の中で教科間の情報をしっかりと共有し、生
徒の学力向上に対して計画的に方策を検討していく。

Ｄ
　学校行事や希望進路に向
けて、失敗を恐れずチャレン
ジさせることで社会でたくまし
く生きる力を育む。

第３学年

⑪大運動会の役員や様々なチャレンジをとおして、生徒一人一人の力
を最大限に引き出し、生徒の可能性を広げる。

⑤ChromebookやClassroomを活用し、生徒が「分かるまで学べる」よう
な環境を作る。

⑫公務員を目指している生徒を中心に、地域を支える存在となれるよ
うな活動を充実させる。

⑬生徒の企画運営や第一志望合格を切り拓いていけるように、教員
が導き支えながら丁寧に指導していく。

Ｃ
　卒業後も一人一人が「母校
に対する自信と誇り」を持つ
ような生徒を育てる。

⑧大運動会の成功を目指して生徒一人一人が役割を果たすことによ
り、連帯感や所属感を高める。 大運動会後のアンケート（生

徒指導課が実施）より
３学年の生徒の97％が大運
動会に「とても満足」「満足」と
回答。大成功を収めた。

⑨新しい校舎を後輩に引き継ぐという意識を持って、教員と生徒がとも
に環境美化・整理整頓を実践する。

⑩卒業生の講演会等をとおして、自己の生き方あり方を考えさせるとと
もに生徒自身が立派な先輩になりたいと思えるように促す。

⑬学校行事や探究活動、ボランティア等様々な場面でみやま市と連携
することで、生徒に外部での研修や体験を積ませる。

⑭生徒の企画運営を裏で教員が支えながら、生徒に成功体験を積ま
せ自信を持たせていく。

Ａ
　全ての生徒が安心して学校
生活を送ることができるよう、
学年全体で生徒一人一人を
支える。

①二者面談をとおして生徒の状況を把握し、必要に応じて健康管理課
と連携しながら生徒全員が安心して学校生活を送る支援を行う。

毎月実施している学校生活ア
ンケートなどをもとに、必要に
応じて二者面談を実施。

②保護者との日頃からの情報交換や三者面談、職員間の情報共有を
とおして、一貫した教育活動を行う。

③人権同和教育授業を中心に、すべての授業において生徒一人一人
が大切にされる指導を行う。

Ｂ
　生徒の多様な進路希望を
実現するために、目標達成の
道筋を示してすべての生徒の
学力を伸ばす。

④多様な進路希望を学年全体で把握・共有し、個に応じた進路指導・
教科指導を実践する。 ベネッセのファインシステム・

コンパスなども活用して生徒
の進路情報を学年団や授業
担当者で共有。

A

　第一志望合格を目標に、進路指導課と連携しな
がら、多様な進路希望に応じた指導を実施でき
た。また、ChromebookやClassroomを活用した小
論文や志望理由書の添削指導など、ICT機器を活
用した指導を実施できた。⑥進路希望に応じたクラス編成、習熟度別に授業を行い、進路に応じ

た教材や進度を工夫した授業を実践する。

　大運動会や文化祭、芸術鑑賞等の学校行事に積極的
に参加し、次年度にやってみたい役職などを考え始める
生徒の様子も多く見られた。職業体験などの校外活動に
も生徒が主体的に参加した。日々の学校生活での気づ
きを各担任や授業担当者が生徒に伝え、自己を見つめ
なおす機会を設けることができた。次年度は下級生の良
き見本になるよう、主体性を更に育てていきたい。

⑫地域と連携しながら地域に密着した様々な活動を通して、地域に必
要とされる生徒を育成する。

⑬生徒が自ら考え主体的に行動できるように、教師が見通しをもって
入念な準備を行う。

大運動会後のアンケートやボ
ランティアの振り返りでは、自
分の得意・苦手を見つめ直
し、次年度の目標設定を行う
生徒が多数みられた。

A

第２学年

Ａ
　全ての生徒が落ち着いた安
全・安心な学校生活を送るこ
とができるよう、生徒一人一
人を大切にし、生命・健康・人
権が尊重される学級・学年づ
くりに努める。

①④各学期最低１回以上の面談と学年団・健康管理課との情報共有
を行うことで、全員で生徒を支援し指導していく。

毎月実施している学校生活ア
ンケートでは、一部の生徒に
友人関係の変化がうかがえ
る回答があり、必要に応じて
個別面談を行った。

A

二者面談を継続的に実施することで、生徒一人一
人の学習状況や学校生活の様子を丁寧に把握
し、学年団内での情報共有を図った。また、思春
期特有の心身の不調や登校に不安を抱える生徒
については、早期に変化を捉え、養護教諭や保護
者と連携しながら適切な支援につなげることがで
きた。これらの取組を通して、生徒の実態に応じた
きめ細かな対応を年間を通じて行うことができた。

②保護者との連携を密に図り、必要であれば面談や保護者会を適宜
行う。また管理職への報告や相談も徹底する。

③人権同和教育授業を中心に、学校生活のあらゆる場面において生
徒の人権が大切にされる指導を行う。

Ｃ
　愛校心や奉仕精神をもち、
母校や地域への自信や誇り
を持った生徒を育てる。

⑨学校行事や地域のボランティアを通じて愛校心や地域への思いを
高めさせる。 創立記念講演会の感想文で

は、「新たな視点を得ることが
できた」という趣旨のコメント
が多く見られ、大変貴重な機
会となったことがうかがえた。

A

修学旅行では、本校卒業生が勤務する企業での研
修を実施し、生徒は先輩の働く姿をとおして母校へ
の親近感を深めるとともに、将来への意欲を高める
ことができた。また、創立記念講演会においても、大
企業で活躍された卒業生の講話を聞く機会を設けた
ことで、生徒が母校に誇りを持ち、地域や社会とのつ
ながりを実感する様子が見られた。

⑩毎日の清掃と整理整頓を徹底させ、公共物を丁寧に扱う心を育成す
る。

⑪卒業生の講話等の後は感想文を書かせ、自己の在り方や社会にお
ける役割を考えさせるとともに、教員からのフィードバックも行う。

Ｄ
　行事や校外研修に果敢に
チャレンジさせることで、先輩
を支え後輩を牽引する自己
の役割を自覚させるととも
に、主体性・自律心・企画力・
リーダー性・チャレンジ精神を
もった生徒を育む。

⑫大運動会の係員の経験を通して、リーダーを支えるフォロワーシップ
や、後輩を指揮するリーダーシップを学ばせる。 生徒指導課の大運動会後の

アンケートにおいて、2学年の
生徒の81％が積極的にリー
ダーに協力できたと回答し、
71％は、次年度大運動会の
リーダーまたは役員として頑
張りたいと回答した。

⑥⑦学年会や模試分析会で現状を把握し、学年全体で課題を共有し
て、学力向上に向けて組織的に取り組む。

⑪学校行事やボランティア活動に積極的に取り組ませ、自己を見つめ
直す契機とする。

⑩卒業生等の講演会の際には振り返りを行って、自分の課題を把握さ
せ、自己の生き方を考えさせる。

⑤Classroomでの配信やChromebookを活用した授業改善に取り組
み、わかるまで学べる環境を整える。

⑧学校行事や地域での活動に積極的に取り組ませることで、生徒の
所属感を高め地域愛を育む。

Ｄ
　学校行事等にチャレンジす
ることを通して、失敗を恐れ
ず挑戦する気持ちを養い、生
徒の主体性や自立心を育
む。

毎月実施している学校生活ア
ンケートでは、数名が友人関
係に変化がみられる回答が
見られた(その後、２者面談を
実施)

A

　授業間の休み時間や昼休み、放課後などの空
き時間において、担任・副担任・授業担当者の間
で、生徒の様子に関する情報共有を日常的に行う
ことができた。次年度はクラス替えによる人間関
係の変化、進路目標の具体化をしていく重要な時
期である。各学期１回以上の生徒との２者面談を
中心に積極的に生徒の考えを共有していきたい。

③すべての教科・科目の中で、生命・人権が尊重される指導を行って
正しい人権意識を育む。

Ｂ
　生徒一人一人が進路目標
をもてるよう指導し、多様な進
路目標を実現するために、す
べての生徒の学力を伸ばす。

④HR、総探や面談などを通して、適切に情報を提供し個々の進路目
標を明確にする。

進路希望調査や三者面談用
の事前記入シート、模擬試験
の目標設定シートなどで、定
期的に生徒の具体的な進路
目標（偏差値、学部学科）を
共有した。

A

　「個々の進路目標の明確化」については、主に総合的
な探究の時間における「職業・学問系統探究」をとおし
て、生徒の興味関心を広げ、受験に関する知識を深めさ
せることができた。「学力向上に向けての取り組み」につ
いては、学年会で意見を出し合い、成績別に分けた取り
組みや、英語力向上のための取り組みを実施できた。

講演会後のアンケートでは、
有名企業で活躍している先輩
に憧れ、自らもそのような生
き方をしてみたいという記述
が多く見られた。

①生徒間の良好な人間関係が構築されるように、こまめに面談を実施
して生徒の状況を把握する。

②保護者と密に情報交換を行うとともに、保健室や健康管理課と情報
を共有して生徒の心身の変化に迅速に対応する。

Ｃ
　学校内外での様々な活動
からの学びを通して、母校や
地域への誇りを持った生徒を
育てる。

A
⑨生徒と教師がともに清掃活動に取り組んで、学びにふさわしい整然
とした環境を整え、落ち着いて学習できるようにする。

第１学年

Ａ
　生徒ひとり一人が安心安全
に学校生活を送ることができ
るよう生徒理解に努め、生徒
の生命や人権が大切にされ
る学びの環境づくりに努め
る。
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自己評価及び学校運営協議会評価を踏まえた今後の改善策

Ａ

Ａ

評価（総合）

学校運営協議会評価

自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

評価項目以外のものに関する意見

山門だより、理数コースパン
フレットを作成し、保護者や中
学校に配付した。体験入学の
内容についても概ね良好で
あったが、さらに精選、改良し
ていく。

A

B
　生徒の進路希望に関する
情報を職員間で共有し、生徒
が主体的に進路選択できる
よう支援する。

Ｃ
　理数探究コース独自のカリ
キュラムや取組をとおして、
生徒の主体的な学びを促す。

Ｅ
　理数探究コースの特色や生
徒の活動の様子を地域に発
信する。

④理数探究コースの担任と生徒の進路希望情報を共有し、必要に応
じて受験に関する情報を提供する。

⑧「理数ラボ」や「国際理数」の授業をとおして、生徒が学ぶ楽しさを感
じ、主体的に学びに向かうよう支援する。 理数ラボ、国際理数の授業ア

ンケートや東京研修後のアン
ケートから、次年度の内容を
検討する材料を得ることがで
きた。

A

理数探究コース東京研修を効果的に実施すること
ができた。さらに効果的な研修になるように探究
活動とつなげるべきか検討し、次年度に反映させ
ていきたい。理数探究コース独自のカリキュラム
においても学年を超えた活動を実施することがで
きている。

⑧理数探究コース独自のカリキュラムにおいて、学年を超えた指導を
行い、生徒同士の教え合いや交流の場を設ける。

⑧理数探究コースの第２学年の生徒に対して、東京研修を実施する
（修学旅行期間）。

⑭⑮⑯理数探究コースの生徒の活動を、広報担当と連携して保護者
や地域に発信する。

⑭⑮⑯広報担当と連携して、地域の中学生を交えた取り組みを企画す
る。

A

大学と連携した研修や校外活動研修など、生徒
が主体的に取り組める内容を充実させることがで
きた。次年度はもっと効果的に、かつ適切な時期
に実施できるように調整していく。

A

理数探究コースの体験入学を実施し、理数探究
コースをアピールすることができた。次年度も継続
し、さらに効果的にPRをしていきたい。

　　　　　　Ａ・・・５名
　　　　　　Ｂ・・・０名
　　　　　　Ｃ・・・０名
　　　　　　Ｄ・・・０名

・大学・施設など研修をさせ
体験させてください。
・理数探究コースの進学先
等、具体的成果をさらにＰＲ
し、コースの特色化を図って
ほしい。

理数探究コース

④進路指導課と連携しながら、大学と連携した研修や校外活動研修の
充実を図る。

研修後のアンケートや郊外活
動後のアンケートを実施し、
次年度の課題を整理すること
ができた。

・校舎が改築されていることを広報紙に載せてください。ＰＴ
Ａ・生徒・職員で力を合わせてアピールしてください。
・自動車の免許取得の時期について

・志願者数の安定確保に向け、体験入学などの広報活動やホームページの充実、小中学校との交流を計画的に実施し、地域連携をさらに推進する。

・理数探究コースの特色化を進めるため、学校設定科目の授業内容の充実や高大専との連携を推進し、志願者数の安定確保を図る。

・コミュニティスクールとして小中学校や各種の団体との交流などボランティア活動を中心に、地域貢献活動に積極的に取り組む。

・学校行事等を通してチャレンジできる環境を整備し、リーダーの育成や非認知力の更なる向上を図る。

・ＩＣＴや文部科学省認定ツール等を効果的に活用し、個に応じた学習内容や学習方法を積極的に検討するなど授業改善を図る。、
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